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町
政
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問
う
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9
月
議
会
で
は
4
人
の
議
員
が
登
壇
し
、

町
の
考
え
を
た
だ
し
た
。

ふれあいセンターで昨年実施された避難所開設訓練の様子

　

コ
ロ
ナ
禍
の
防
災
対
応

は
。

⑴ 　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
る

が
、
災
害
は
待
っ
て
く
れ

な
い
。
感
染
症
対
応
の
避

難
所
設
営
訓
練
・
洪
水

対
応
の
訓
練
を
地
域
リ
ー

ダ
ー
の
方
に
限
っ
て
で
も

実
施
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
感
染
対
策
を
し
た
う

え
で
実
施
出
来
な
い
か
。

⑵ 　
避
難
所
の
定
員
に
限
り

も
あ
る
の
で
、
災
害
時
に

避
難
所
の
状
況
が
わ
か
る

Q 避難所開設・洪水対応訓練をコロナ感染対策を
したうえで実施しては

A 訓練については関係者と実施の可否や持ち方等を
協議していく

宮嶋健太郎�議員

仕
組
み
が
必
要
で
は
な
い

か
。
現
在
ご
う
ど
情
報
ア

プ
リ
の
運
用
が
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
よ
う
な
ア
プ

リ
等
を
活
用
し
て
、
有
事

の
際
の
避
難
所
混
雑
情
報

な
ど
の
機
能
も
検
討
し
て

は
と
考
え
る
。
今
後
、
防

災
情
報
の
発
信
を
ど
の
よ

う
に
行
う
か
。

Ａ 

町　
長

⑴ 　
い
つ
発
生
す
る
か
予
測

で
き
な
い
地
震
や
、
近
年

頻
発
す
る
風
水
害
に
対

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
に
特
化
し

た
避
難
所
開
設
訓
練
を
実

施
す
る
こ
と
、
ま
た
、
そ

の
訓
練
を
区
長
様
や
地
域

の
自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー
の

皆
様
に
体
験
い
た
だ
く
こ

と
は
た
い
へ
ん
重
要
か
つ

有
意
義
で
あ
る
。

　

 　
町
と
し
て
は
昨
年
7
月

に
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
前
田
、
東
方
、

八
条
の
3
地
区
に
参
加
を

い
た
だ
き
、職
員
と
共
に
、

感
染
症
対
策
に
特
化
し
た

避
難
所
開
設
訓
練
を
実
施

し
た
。

　

 　
訓
練
参
加
者
か
ら
の
意

見
や
課
題
を
踏
ま
え
、「
町

総
合
防
災
訓
練
」
に
代
え

て
、
本
年
度
は
感
染
症
対

策
に
特
化
し
た
訓
練
を
、

10
月
か
ら
11
月
の
日
曜
の

午
前
中
に
、
昨
年
度
実
施

し
た
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

以
外
の
6
つ
の
指
定
避
難

所
を
対
象
に
、
2
日
間
に

分
け
て
訓
練
を
行
う
予
定

で
計
画
し
て
い
る
。

　

 　

し
か
し
な
が
ら
、
コ
ロ

ナ
の
感
染
状
況
を
踏
ま

え
、
実
施
に
つ
い
て
は
実

施
時
期
や
参
加
人
数
な
ど

を
慎
重
に
検
討
す
る
必
要

が
あ
り
、
関
係
者
と
実
施

の
可
否
や
そ
の
持
ち
方
等

を
協
議
し
て
い
き
た
い
。

⑵ 　
災
害
発
生
時
、
住
民
に

対
し
迅
速
な
情
報
発
信

は
、
命
を
守
る
行
動
を
促

す
う
え
で
重
要
な
事
で
あ

り
、
速
や
か
な
避
難
行
動

に
繋
げ
る
た
め
の
避
難
所

の
開
設
状
況
や
混
雑
状
況

の
表
示
は
必
要
な
も
の
で

あ
る
。

　

 　

現
在
、
ご
う
ど
情
報

ア
プ
リ
内
の
防
災
マ
ッ
プ

表
示
情
報
の
中
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
指
定
避
難
所
が

開
設
さ
れ
て
い
る
か
否
か

等
の
情
報
は
確
認
で
き
る

が
、
混
雑
状
況
の
機
能
は

有
し
て
い
な
い
。

　

 　

今
後
、
ア
プ
リ
を
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
す
る
中
で
、

そ
の
機
能
も
含
め
、
利
用

す
る
方
に
と
っ
て
よ
り
わ

か
り
や
す
く
、
か
つ
情
報

が
行
き
届
き
や
す
く
な
る

よ
う
、
研
究
し
て
い
く
。

　
そ
の
他
、
地
域
防
災
リ
ー

ダ
ー
を
増
や
す
た
め
の
防
災

士
取
得
の
促
進
・
Ｐ
Ｒ
に
つ

い
て
質
問
し
た
。
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子どもたちの心の声を聞く「心のアンケート」

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は

変
異
株
に
置
き
換
わ
り
、
感

染
者
が
若
者
に
広
が
り
、
家

庭
感
染
へ
の
対
策
が
迫
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
長
期
に
わ

た
る
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
の
精
神
衛
生
に

つ
い
て
配
慮
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

⑴ 　
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
意
識

化
す
る
た
め
に
、
全
世

代
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況

を
、
グ
ラ
フ
で
分
か
り
や

す
く
町
Ｈ
Ｐ
な
ど
に
表
記

す
る
「
見
え
る
化
」
に
取

り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

⑵ 　
子
ど
も
に
感
染
さ
せ
な

い
た
め
、
周
り
の
大
人
た

ち
が
感
染
防
止
に
積
極

的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。
教
職
員
・
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
指
導
員
な
ど
が

優
先
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
進

行
状
況
は
。

⑶ 　
児
童
虐
待
の
調
査
に
よ

る
と
、
昨
年
度
は
過
去
最

高
を
記
録
し
た
。
長
期
に

わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

ス
ト
レ
ス
が
原
因
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
児
童

虐
待
等
を
早
く
発
見
す
る

た
め
に
、
教
育
現
場
で
は

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ 

町　
長

⑴ 　
町
民
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
促
す
た
め
、
9
月
13
日

よ
り
「
町
内
の
年
代
別
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
と
感

染
状
況
」
を
町
Ｈ
Ｐ
に
掲

載
し
、
集
団
接
種
会
場
の

中
央
公
民
館
正
面
の
電
光

掲
示
板
に
も
表
示
し
て
、

既
に
町
民
に
向
け
た
周
知

を
し
て
い
る
。

⑵ 　
町
内
幼
児
園
等
の
保
育

士
、小
中
学
校
の
教
職
員
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導

員
に
つ
い
て
は
、
一
般
接

種
向
け
の
優
先
接
種
と
し

て
、
接
種
希
望
者
は
全
員

2
回
の
接
種
を
終
え
て
い

る
。

Ａ 
教
育
長

⑶ 　
各
小
学
校
で
は
教
員
に

よ
る
日
常
観
察
に
加
え
、

毎
月
、
子
ど
も
た
ち
の
悩

み
ご
と
を
聞
く
「
心
の
ア

ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
て

い
る
。
担
任
に
よ
る
全
員

の
児
童
と
の
面
談
に
加

え
、
学
校
支
援
員
や
特
別

支
援
ア
シ
ス
タ
ン
ト
も
一

緒
に
な
っ
て
、
多
く
の
職

員
が
関
わ
る
体
制
を
と
っ

て
い
る
。

　

 　

中
学
校
に
お
い
て
も
、

学
期
毎
の
教
育
相
談
ア
ン

コ
ロ
ナ
禍
で
の
子
ど
も
の
精
神
衛
生
へ
の
取
り
組
み
は

A
学
校
、
家
庭
、
地
域
と
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
心
の
健
康
を
見
守
っ
て
い
く

小川榮一�議員

Q

ケ
ー
ト
や
日
常
観
察
に
加

え
、
生
徒
が
担
任
に
提
出

し
て
い
る
生
活
記
録
ノ
ー

ト
を
学
校
職
員
が
共
有

し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
、
学
校
全
体
で
見
守
っ

て
い
る
。

　

 　

そ
の
ほ
か
、
県
の
「
ほ

ほ
え
み
ダ
イ
ヤ
ル
」
や
、

町
の
「
子
ど
も
相
談
ダ
イ

ヤ
ル
」
等
、
悩
み
ご
と
相

談
の
活
用
も
児
童
生
徒
に

周
知
を
図
っ
て
い
る
。

　

 　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に

加
え
て
、登
下
校
時
に
は
、

地
域
の
学
校
安
全
サ
ポ
ー

タ
ー
の
方
に
も
見
届
け
を

お
願
い
し
、
変
わ
っ
た
こ

と
が
あ
れ
ば
、
学
校
や
教

育
委
員
会
に
知
ら
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

　

 　
今
後
も
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
並
び
に
関
係
機
関
が

一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た

ち
の
心
の
健
康
を
見
守
っ

て
い
き
た
い
。
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岐阜県図書館広報チラシ（岐阜県図書館ホームページより）

Q 町立図書館に電子書籍を導入してはどうか

A 『町民に親しまれる図書館づくり』の観点から
今後の検討課題とする

大場光晴�議員

　

今
で
は
、
当
た
り
前
に

誰
も
が
持
っ
て
い
る
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
だ

が
、そ
れ
ら
の
普
及
に
よ
り
、

様
々
な
物
が
電
子
デ
ー
タ
化

さ
れ
て
、
気
軽
に
持
ち
歩
け

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
代

表
格
が
『
電
子
書
籍
』
で
あ

る
。
電
子
書
籍
は
『
い
つ
で

も
・
ど
こ
で
も
・
手
軽
に
読

め
る
』
と
い
う
事
で
、
若
い

世
代
に
支
持
さ
れ
て
い
る
。

　

神
戸
町
立
図
書
館
に
電

子
書
籍
を
導
入
し
て
は
ど
う

か
。Ａ 

教
育
長

　
神
戸
町
立
図
書
館
は
平
成

７
年
６
月
開
館
以
来
、
町
民

に
親
し
ま
れ
る
施
設
を
目
指

し
て
き
た
。
特
に
児
童
書
は

約
３
万
３
千
冊
を
所
蔵
し
、

全
体
の
44
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
て
い
る
。
ま
た
、
新
生
児

を
授
か
っ
た
母
親
に
絵
本
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
事
業
や
読
み
聞
か
せ

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な
ど
で
、

親
子
の
読
書
週
間
づ
く
り
に

尽
力
し
、
今
年
度
「
子
供
の

読
書
活
動
優
秀
実
践
図
書

館
」
と
し
て
、
文
部
科
学
大

臣
表
彰
を
い
た
だ
い
た
。

　
「
町
立
図
書
館
へ
の
電
子

書
籍
の
導
入
」
に
つ
い
て

は
、
価
格
や
シ
ス
テ
ム
改
修

等
の
課
題
が
多
い
こ
と
、
ま

た
、「
町
民
に
親
し
ま
れ
る

図
書
館
づ
く
り
」
の
観
点
か

ら
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し

た
い
。

Q
小・中
学
校
の

リ
モ
ー
ト
授
業
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
変
異
株
で
あ
る
デ
ル

タ
株
の
感
染
状
況
が
深
刻
化

し
て
お
り
、
神
戸
町
に
お
い

て
も
毎
日
の
よ
う
に
若
年
者

を
中
心
と
し
た
感
染
者
が
後

を
絶
た
な
い
。

　

小
・
中
学
校
に
お
い
て
学

級
閉
鎖
や
学
年
閉
鎖
が
現
実

的
に
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し

た
リ
モ
ー
ト
授
業
を
ど
の
よ

う
に
計
画
し
、
行
う
予
定
な

の
か
。

Ａ 

教
育
長

　
当
町
で
は
近
隣
の
自
治
体

と
比
べ
、
い
ち
早
く
小
・
中

学
校
の
普
通
教
室
に
電
子
黒

板
や
、
児
童
・
生
徒
用
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
備
す
る

な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
整
備

し
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
た
学

習
活
動
の
充
実
に
努
め
て
き

た
。

　
ま
た
、「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
」
に
よ
り
一
人
一
台

の
端
末
配
備
が
実
現
し
、
現

在
、
一
斉
学
習
、
個
別
学
習
、

及
び
協
働
学
習
等
、
授
業
形

態
の
幅
を
広
げ「
深
い
学
び
」

に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

万
一
児
童
生
徒
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
出

て
学
級
閉
鎖
等
を
行
う
場

合
で
も
、
学
校
と
家
庭
を
結

ん
で
リ
モ
ー
ト
授
業
を
実
施

で
き
る
よ
う
に
、
準
備
作
業

や
課
題
の
整
理
を
行
っ
て
い

る
。

　
今
後
、
教
員
の
研
修
を
充

実
さ
せ
、
よ
り
質
の
高
い
授

業
が
展
開
で
き
る
よ
う
、
実

践
を
重
ね
て
い
く
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

第
５
波
の
感
染
が
爆
発
し
、

岐
阜
県
に
も
「
緊
急
事
態
宣

言
」
が
発
令
さ
れ
た
。
医
療

の
ひ
っ
迫
に
よ
る
自
宅
治
療

が
余
儀
な
く
さ
れ
、
助
か
る

命
す
ら
失
わ
れ
る
深
刻
な
事

態
が
続
い
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
家
庭
内

感
染
に
よ
っ
て
、
両
親
が
感

染
し
た
場
合
、
子
ど
も
た
ち

を
守
る
体
制
が
自
治
体
な
ど

に
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
課
題
を
ど
う
論
議

し
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て

い
く
の
か
尋
ね
る
。

Ａ 

町　
長

　
家
庭
内
で
感
染
が
発
生
し

た
場
合
、保
護
者
が
陽
性
で
、

子
ど
も
は
陰
性
と
い
う
場
合

に
、保
護
者
の
入
院
な
ど
で
、

子
ど
も
が
家
庭
に
残
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
令

和
２
年
４
月
に
、
厚
生
労
働

省
か
ら
通
知
さ
れ
た
文
書
に

基
き
、
入
院
な
ど
の
調
整
を

行
っ
て
い
る
保
健
所
が
、
保

護
者
と
の
間
で
、
家
族
構
成

の
確
認
や
子
ど
も
の
養
育
に

つ
い
て
聞
き
取
り
を
行
う
こ

と
と
な
る
。
そ
の
上
で
、
保

護
者
の
代
わ
り
に
子
ど
も
の

養
育
が
で
き
る
親
族
な
ど
が

い
な
い
場
合
、
子
ど
も
相
談

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
、
適
切

に
対
応
が
行
わ
れ
る
と
聞
い

て
い
る
。

　
町
と
し
て
は
、
直
接
的
な

支
援
は
難
し
い
が
、
保
護
者

か
ら
町
に
相
談
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
速
や
か
に
保
健
所

に
連
絡
し
、
保
健
所
と
連
携

し
て
保
護
者
を
支
援
し
て
い

く
。

Q
高
齢
者
に
対
す
る
補

聴
器
購
入
の
助
成
制

度
の
創
設
を
求
め
る

　
高
齢
化
に
よ
っ
て
聴
力
が

低
下
し
、
日
常
生
活
や
活

動
が
つ
ら
い
と
い
う
声
を
聞

く
。
聴
力
の
低
下
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
な

く
、
認
知
症
へ
の
引
き
が
ね

に
も
繫
が
る
。

　

高
齢
者
の
方
々
が
生
き

が
い
を
も
っ
て
社
会
生
活
を

送
れ
る
よ
う
、
補
聴
器
の
購

入
助
成
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。Ａ 

町　
長

　

他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
り
づ
ら
く
、
会

話
が
う
ま
く
つ
な
が
ら
な
い

こ
と
で
、
閉
じ
こ
も
り
が
ち

に
な
り
、
社
会
性
の
低
下
が

み
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

　
ま
た
、研
究
な
ど
か
ら
も
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
家
庭
内
感
染
に
よ
り
、

�

両
親
が
感
染
し
た
場
合
の
子
ど
も
を
守
る
対
応
は

A
直
接
的
な
支
援
は
難
し
い
が
、
保
健
所
と
連
携
し
て
保
護
者
を
支
援
し
て
い
く

鈴木愛子�議員

Q

難
聴
は
認
知
症
の
危
険
因

子
と
位
置
付
け
ら
れ
つ
つ
あ

る
。

　

当
町
に
は
、
こ
れ
ま
で
、

直
接
住
民
か
ら
購
入
に
か
か

る
助
成
の
要
望
は
聞
い
て
い

な
い
が
、「
認
知
症
」
へ
の

対
策
と
し
て
も
一
定
の
効
果

が
期
待
を
さ
れ
て
お
り
、
今

後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。
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表
紙
の
写
真
は
、
神
戸
町
瀬
古
の
春
日
神
社
本
殿
で
す
。
こ
ち
ら
の

建
物
は
、
平
成
５
年
11
月
に
県
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
殿
の
建
築
様
式
は
、
一
間
社
流
造
で
す
。
屋
根
は
檜
皮
葺
で
、
左

右
の
袖
に
は
南
画
的
な
人
物
、
本
殿
を
包
む
柱
や
壁
に
は
い
ろ
い
ろ
な

動
物
植
物
等
多
彩
な
彫
刻
が
施
さ
れ
、
社
殿
全
体
に
白
赤
青
に
彩
色
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
残
っ
て
い
る
棟
札
に
よ
る
と
寛
文
７
年
（
１
６
６
７

年
）
の
建
造
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

こ
の
神
社
は
、
も
と
大
垣
輪
中
提
外
の
河
原
畑
（
地
名
現
存
）
に
鎮

座
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
輪
中
提
が
出
来
た
た
め
、
現
在
の
村
の
中
央

に
移
築
さ
れ
ま
し
た
。
本
殿
向
拝
柱
や
カ
マ
チ
等
は
、
そ
の
時
取
り
替

え
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
は
、
建
築
当
時
の
ま
ま
で

し
た
が
、
長
年
の
風
雨
に
よ
り
、
い
た
み
が
甚
し
く
な
っ
た
た
め
、
平

成
３
年
に
修
理
と
彩
色
が
施
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
殿
の
前
に
あ
る
拝
殿
内
部
の
格
天
井
に
は
、
全
部
で
60
枚

の
天
井
画
が
あ
り
、
立
派
な
極
彩
色
の
花
鳥
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

民生文教常任委員会 総務建設常任委員会

協 議 議 題 協 議 議 題

委員会の動き　9 月定例議会

１．定例議会提出議案審査
２．「連合審査会」の開会申し入れ
３． こども庁の設置を求める意見書

１．定例議会提出議案審査
２． 政府に核兵器禁止条約承認・批准を求め

る意見書提出に関する請願
３． コロナ禍による厳しい財政状況に対処し

地方税財源の充実を求める意見書
４．報告事項
　・ 農地中間管理機構関連農地整備事業（南

方村西地区ほ場整備）

９月８日（水） ９月９日（木）

消毒液による手指の消毒及びマスクの着用に
ご協力ください

12月定例会の予定です。

☆会期の日程
　12月��６日（月）開会、議案の説明
　12月 15日（水）一般質問
　12月 16日（木）議案の審議

☆場所
　役場３階　議場

☆時間
　午前９時 30分から

議会を傍聴
してみませんか


